
【
熊
本
森
林
管
理
署
】
山
鹿
市
菊

鹿
町
内
に
あ
る
横
尾
国
有
林
36
こ

林
小
班
の
伐
採
跡
地
は
、
も
と
も

と
の
形
状
は
ハ
ー
ト
マ
ー
ク
形
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
現
地
の
地
形

等
の
関
係
で
市
街
地
か
ら
は
ハ
ー

ト
形
に
見
え
る
こ
と
か
ら
、
昨
年

６
月
に
地
元
テ
レ
ビ
で
取
り
上
げ

ら
れ
大
き
な
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

当
署
で
は
、
こ
の
ハ
ー
ト
マ
ー

ク
を
活
用
し
て
何
か
地
域
貢
献
出

来
な
い
か
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
を
立
ち
上
げ
て
検
討
し
た
結
果
、

新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
結
婚
式
を
挙
げ

ら
れ
な
か
っ
た
り
、
延
期
し
て
い

る
カ
ッ
プ
ル
な
ど
に
参
加
し
て
も

ら
い
ハ
ー
ト
マ
ー
ク
の
輪
郭
部
分

に
植
樹
し
て
も
ら
え
れ
ば
、
一
生

の
記
念
に
な
る

と
と
も
に
、
こ

の
場
所
が
将
来

と
も
末
長
く
山

鹿
市
民
や
熊
本

県
民
か
ら
愛
さ

れ
る
場
所
に
な

る
と
考
え
、
桜

の
記
念
植
樹
イ

ベ
ン
ト
を
バ
レ

ン
タ
イ
ン
デ
ー

の
２
月
14

日
に

開
催
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
開

催
ま
で
の
半
年

間
、
様
々
な
検

討
を
行
い
な
が
ら
現
地
の
準
備
を

行
う
と
と
も
に
、
地
元
の
山
鹿
市

や
熊
本
県
鹿
本
地
域
振
興
局
に
説

明
を
行
い
理
解
を
求
め
、
さ
ら
に

（
一
財
）
日
本
森
林
林
業
振
興
会

熊
本
支
部
に
後
援
を
頂
き
、
公
益

事
業
と
し
て
経
費
の
一
部
を
協
力

し
て
頂
き
ま

し
た
。

当
日
は
、

地
元
の
中
嶋

憲
正
山
鹿
市

長
、
松
本
憲

二
郎
鹿
本
地

域
振
興
局
林

務
課
長
、
津
々

見
正
樹
日
本

森
林
林
業
振

興
会
熊
本
支

部
長
、
秋
吉

郁
夫
秋
吉
林

業
代
表
取
締

役
等
の
来
賓

に
加
え
、
昨

年
11
月
に
公

募
し
た
31
組

62
名
の
カ
ッ
プ
ル
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
、
ま
た
九
州
森
林
管
理
局
か
ら

小
島
孝
文
局
長
、
木
林
静
夫
森
林

整
備
課
長
、
山
﨑
武
造
林
係
長
が

出
席
し
、
当
署
関
係
者
16
名
を
含

め
総
勢
90
名
の
出
席
の
も
と
開
催

し
ま
し
た
。

開
会
式
は
、
下
大
迫
伸
一
総
括

森
林
整
備
官
の
司
会
進
行
に
よ
り
、

川
畑
充
郎
署
長
が
「
本
日
は
バ
レ

ン
タ
イ
ン
デ
ー
で
も
あ
り
皆
さ
ん

の
愛
の
力
を
結
集
し
て
、
新
型
コ

ロ
ナ
に
も
負
け
ず
に
す
ば
ら
し
い

思
い
出
づ
く
り
と
な
る
よ
う
に
、

楽
し
い
ハ
ー
ト
マ
ー
ク
・
桜
の
記

- 1 -

開会式の様子

植樹するカップル



念
植
樹
イ
ベ
ン
ト
に
し
ま
し
ょ
う
」

と
の
主
催
者
挨
拶
の
後
、
２
月
19

日
で
勇
退
さ
れ
る
中
嶋
市
長
か
ら

来
賓
を
代
表
し
て
挨
拶
を
頂
き
、

来
賓
者
の
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
濵
田
祥
吾
森
林
整
備
官
と

川
口
凌
真
森
林
整
備
官
補
か
ら
植

樹
時
の
留
意
事
項
等
の
説
明
を
行
っ

た
後
、
参
加
者
全
員
で
遠
く
に
見

え
る
ハ
ー
ト
マ
ー
ク
を
バ
ッ
ク
に

し
て
記
念
写
真
の
撮
影
を
行
い
ま

し
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
は
４
班
に
分

か
れ
て
植
樹
箇
所
ま
で
バ
ス
と
徒

歩
で
移
動
し
て
、
陽
光
桜
（
春
に

鮮
や
か
な
ピ
ン
ク
色
の
花
が
咲
き
、

秋
に
は
葉
が
赤
く
紅
葉
す
る
の
が

特
徴
）
２
０
０
本
を
植
樹
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
、
立
春

の
穏
や
か
な
日
差
し
の
中
で
急
な

斜
面
に
悪
戦
苦
闘
し
な
が
ら
作
業

を
行
い
、
目
印
の
Ｌ
杭
に
記
念
と

な
る
よ
う
に
自
分
ら
の
名
前
や
植

栽
日
と
一
緒
に
思
い
思
い
の
言
葉

を
添
え
て
写
真
撮
影
を
行
っ
て
い

ま
し
た
。

ま
た
、
参
加
し
た
カ
ッ
プ
ル
に

は
記
念
に
な
る
よ
う
に
署
長
名
で

植
樹
証
明
書
を
発
行
し
ま
し
た
が
、

参
加
者
か
ら
は
、
「
一
生
の
記
念

に
な
っ
た
」
「
す
ば
ら
し
い
イ
ベ

ン
ト
だ
っ
た
」
な
ど
の
多
く
の
感

謝
の
言
葉
を
頂
く
と
と
も
に
、
こ

の
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
職
員
が
チ
ー

ム
熊
本
と
な
っ
て
総
力
を
結
集
し

て
実
施
で
き
た
一
体
感
と
達
成
感

を
醸
成
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

な
お
、
当
日
の
植
樹
の
模
様
は
、

マ
ス
コ
ミ
の
取
材
を
受
け
テ
レ
ビ
、

新
聞
で
報
道
さ
れ
る
と
と
も
に
、

さ
ら
に
後
日
に
は
ラ
ジ
オ
の
生
放

送
で
取
材
を
受
け
る
な
ど
、
当
署

及
び
国
有
林
野
事
業
の
取
組
を
Ｐ

Ｒ
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
そ

し
て
今
回
の
植
樹
に
よ
り
、
大
き

さ
が
約
2.1
ha
と
日
本
で
も
最
大
級

の
巨
大
な
ハ
ー
ト
マ
ー
ク
が
出
来

上
が
り
、
こ
れ
か
ら
日
本
全
国
の

恋
人
達
の
新
し
い
観
光
ス
ポ
ッ
ト

に
な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

【
宮
崎
南
部
森
林
管
理
署
】
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴

い
、
開
催
も
危
惧
さ
れ
ま
し
た
が
、

マ
ス
ク
着
用
、
１
机
１
着
座
に
配

慮
す
る
な
ど
感
染
防
止
対
策
を
行

い
、
２
月
15
日
に
日
南
市
森
林
整

備
計
画
書
を
支
援
す
べ
く
、
南
那

珂
農
林
振
興
局
林
務
課
・
日
南
市
・

南
那
珂
森
林
組
合
・
宮
崎
南
部
森

林
管
理
署
併
せ
て
13
名
で
日
南
市

森
林
整
備
計
画
樹
立
に
向
け
た
支

援
会
議
を
開
催
し
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
今
年
度
九
州
局
で

オ
ン
ラ
イ
ン
方
式
（
動
画
発
表
・

S
k
y
p
e
を
利
用
し
た
質
疑
応

答
）
で
開
催
さ
れ
た
森
林
・
林
業

の
技
術
交
流
発
表
大
会
及
び
、
林
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野
庁
で
W
E
B
開
催
さ
れ
た
国
有

林
野
事
業
業
務
研
究
発
表
会
の
発

表
動
画
を
見
て
頂
き
、
最
新
の
研

究
状
況
を
学
ぶ
と
と
も
に
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

今
ま
で
は
、
発
表
大
会
会
場
に

行
か
な
く
て
は
見
れ
な
か
っ
た
も

の
が
、
今
年
度
は
動
画
発
表
形
式

で
行
わ
れ
た
た
め
発
表
内
容
が
動

画
で
見
れ
る
貴
重
な
機
会
で
し
た
。

ま
ず
、
当
署
発
表
課
題
２
課
題

を
見
た
後
、
見
た
い
発
表
課
題
を

選
ん
で
視
聴
し
ま
し
た
。

最
近
話
題
と
な
っ
て
い
る
Ｉ
Ｃ

Ｔ
機
器
を
活
用
し
た
発
表
は
、
大

変
参
考
に
な
っ
た
と
の
意
見
も
あ

り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
全
国
で
取
り
組
ま
れ

て
い
る
最
新
の
情
報
を
学
び
な
が

ら
、
次
期
の
日
南
市
森
林
整
備
計

画
樹
立
に
向
け
て
の
有
意
義
な
会

議
と
な
り
ま
し
た
。

２
月
16
日
に
「
令
和
２
年
度
国

有
林
野
等
所
在
市
町
村
長
有
志
連

絡
協
議
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

こ
の
協
議
会
は
、
地
域
と
国
有

林
野
事
業
の
連
携
強
化
を
図
り
、

地
域
の
発
展
と
国
有
林
野
事
業
の

円
滑
な
遂
行
を
図
る
た
め
、
国
有

林
が
所
在
す
る
地
域
の
市
町
村
長

（
代
表
世
話
人
）
及
び
九
州
森
林

管
理
局
長
、
代
表
森
林
管
理
署
長

等
で
構
成
さ
れ
る
協
議
会
で
あ
り
、

毎
年
集
合
形
式
で
開
催
し
て
い
ま

し
た
が
、
今
年
度
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
拡
大

の
影
響
を
踏
ま
え
、
オ
ン
ラ
イ
ン

方
式
に
よ
る
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

会
議
冒
頭
、
小
島
孝
文
九
州
森

林
管
理
局
長
か
ら
、
「
林
業
・
木

材
産
業
に
つ
い
て
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響

に
よ
り
短
期
的
に
は
不
透

明
な
部
分
が
大
き
い
が
、

中
・
長
期
的
に
は
、
森
林

や
木
材
利
用
に
対
す
る
国

民
の
関
心
が
高
ま
り
、
自

然
豊
か
な
地
方
の
役
割
や

林
業
・
木
材
産
業
の
成
長
産

業
化
へ
の
期
待
が
益
々
高
ま
っ

て
く
る
も
の
と
確
信
し
て
い

る
。
当
局
と
し
て
、
伐
採
後

の
造
林
未
済
地
の
発
生
、
深

刻
化
す
る
シ
カ
被
害
、
担
い

手
の
確
保
な
ど
各
地
域
の
課

題
解
消
を
図
る
た
め
、
国
有

林
の
技
術
・
人
材
・
フ
ィ
ー

ル
ド
を
活
用
し
民
有
林
行
政

を
後
押
し
し
て
い
く
と
と
も

に
国
有
林
が
地
域
に
根
ざ
し

た
存
在
と
し
て
、
地
域
の
発
展
や

住
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
。
こ
れ
か
ら
各

地
域
の
課
題
に
つ
い
て
意
見
交
換

し
、
国
有
林
の
管
理
経
営
の
参
考

と
さ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え

て
い
る
の
で
、
忌
憚
の
な
い
ご
意

見
を
い
た
だ
き
た
い
」
と
の
挨
拶

が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
林
野
庁

か
ら
関
口
経
営
企
画
課
長
外
２
名

が
出
席
し
、
林
野
庁
の
主
要
な
取

組
や
令
和
３
年
度
予
算
の
概
要
等

に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
各
代
表
世
話
人
よ
り
、

各
県
単
位
で
開
催
さ
れ
た
有
志
協

議
会
の
ご
報
告
や
、
森
林
環
境
譲

与
税
の
活
用
方
法
、
シ
カ
・
イ
ノ

シ
シ
な
ど
の
鳥
獣
被
害
対
策
の
強

化
、
防
災
対
策
な
ど
各
市
町
村
に

お
け
る
森
林
・
林
業
に
係
る
課
題

等
に
つ
い
て
ご
発
言
い
た
だ
い
た

ほ
か
、
確
実
な
再
造
林
の
実
施
な

ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

最
後
に
小
島
局
長
よ
り
、
「
今

後
と
も
国
有
林
の
事
業
運
営
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
に
お
け
る
地

方
創
生
に
つ
な
が
っ
て
い
け
ば
と

い
う
思
い
で
取
り
組
ん
で
い
く
考

え
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
各
市
町

村
と
も
緊
密
な
連
携
を
図
っ
て
い

き
た
い
」
と
の
発
言
が
あ
り
、
盛

会
の
中
で
終
了
し
ま
し
た
。

九
州
森
林
管
理
局
で
は
、
い
た

だ
い
た
ご
意
見
や
ご
要
望
を
踏
ま

え
、
関
係
市
町
村
と
の
連
携
を
深

め
、
地
域
の
森
林
・
林
業
・
木
材

産
業
の
活
性
化
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
く
考
え
で
す
。

（
担
当
＝
企
画
調
整
課
）
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「
森
林
」
の
多
面
的
な
役
割
や
私

た
ち
の
生
活
と
の
関
わ
り
な
ど
に

つ
い
て
自
由
に
表
現
し
た
「
森
林

の
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
を
九
州

森
林
管
理
局
と
（
一
財
）
森
林
林

業
振
興
会
熊
本
支
部
と
の
共
催
に

よ
り
実
施
し
ま
し
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
未
来
へ
つ

な
ぐ
森
林
」
。
平
成
26
年
に
制
定

し
た
山
の
日
の
意
義
「
山
に
親
し

む
機
会
を
得
て
、
山
の
恩
恵
に
感

謝
す
る
」
を
基
に
、
森
林
を
大
切

に
す
る
心
で
描
い
て
ほ
し
い
と
い

う
思
い
か
ら
設
定
。
地
球
温
暖
化

な
ど
の
様
々
な
環
境
問
題
に
注
目

が
集
ま
る
中
、
今
年
は
本
テ
ー
マ

を
基
に
、
熊
本
市
内
の
中
学
生
に

森
林
の
役
割
や
重
要
性
を
絵
で
表

現
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

９
校
か
ら
33
作
品
の
応
募
が
あ

り
、
最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀
賞
５

点
を
選
考
。

例
年
受
賞
式
と
除
幕
式
を
執
り

行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
度
は

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
中
止

と
し
ま
し
た
。

作
品
は
、
最
優
秀
賞
作
品
を

九
州
森
林
管
理
局
正
門
、
優
秀

賞
作
品
を
東
側
フ
ェ
ン
ス
に
設

置
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
展
示
さ
れ
て
い
る

作
品
は
道
行
く
人
た
ち
の
心
を

癒
し
、
地
域
の
方
か
ら
好
評
を

得
て
い
ま
す
。
自
然
や
森
林
に

つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
こ
と
を

期
待
し
、
今
後
２
年
間
展
示
し

ま
す
。

な
お
、
今
回
の
受
賞
作
品
は

次
の
と
お
り
で
す
。

（
担
当
＝
技
術
普
及
課
）

【
最
優
秀
賞
】

「
未
来
を
紡
ぐ
夜
明
け
」

熊
本
市
立

清
水
中
学
校

美
術
部
１
・
２
年
生

【
優
秀
賞
】

い
の
ち

「
光
が
照
ら
す
生
命
」

熊
本
大
学
教
育
学
部
付
属
中
学
校

美
術
部
１
・
２
年
生

【
優
秀
賞
】

「
明
日
（
あ
す
）

」

熊
本
市
立

西
山
中
学
校

美
術
同
好
会
１
・
２
年
生

- 4 -
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【
優
秀
賞
】

「
さ
さ
え
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
」

熊
本
市
立

東
町
中
学
校

美
術
部
１
・
２
年
生

【
優
秀
賞
】

「
繋
が
る
」

熊
本
市
立

北
部
中
学
校

美
術
部
１
・
２
年
生

【
優
秀
賞
】

「
森
と
の
約
束
」

熊
本
市
立

桜
木
中
学
校

美
術
部
１
・
２
年
生

２
月
５
日
、
熊
本
県
主
催
に
よ

る
地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
研
修

が
熊
本
森
林
管
理
署
管
内
の
荒
強

当
国
有
林
１
５
７
林
班
外
に
お
い

て
行
わ
れ
、
地
域
林
政
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
候
補
者
、
市
町
村
林
務
担
当

者
、
県
庁
及
び
県
出
先
機
関
職
員

の
ほ
か
、
本
局
及
び
熊
本
森
林
管

理
署
か
ら
若
手
職
員
を
含
め
総
勢

32
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

本
研
修
は
、
森
林
経
営
管
理
制

度
の
円
滑
な
運
用
に
向
け
た
市
町

村
の
森
林
・
林
業
行
政
支
援
の
一

環
と
し
て
熊
本
県
が
実
施
し
て
い

る
も
の
で
、
昨
年
度
か
ら
、
国
有

林
職
員
の
講
師
派
遣
及
び
国
有
林

の
フ
ィ
ー
ル
ド
提
供
を
行
っ
て
い

ま
す
。

研
修
で
は
、
技
術
普
及
課
福
山

拓
也
企
画
官
（
民
有
林
連
携
）
よ

り
当
該
研
修
地
の
概
況
に
つ
い
て
、

資
源
活
用
課
金
津
圭
介
課
長
補
佐

よ
り
間
伐
の
実
務
及
び
路
網
の
役

割
、
高
性
能
林
業
機
械
を
用
い
た

作
業
シ
ス
テ
ム
、
森
林
作
業
道
の

作
設
の
ポ
イ
ン
ト
等
に
つ
い
て
、

森
林
整
備
課
後
藤
寿
也
課
長
補
佐

よ
り
造
林
事
業
に
お
け
る
地
拵
え
、

植
付
け
、
下
刈
等
の
各
種
作
業
の

役
割
や
実
施
方
法
、
造
林
事
業
請

負
の
完
了
検
査
等
へ
の
ド
ロ
ー
ン

の
活
用
に
よ
る
業
務
の
効
率
化
に

つ
い
て
実
演
を
含
め
た
講
義
を
行

い
ま
し
た
。

研
修
生
の
中
に
は
、
初
め
て
林

業
を
学
ぶ
方
も
参
加
さ
れ
て
お
り
、

各
林
業
機
械
の
機
能
や
性
能
等
に

関
す
る
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
、
本
研
修
に
参
加
し
た
地

域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
候
補
者
が

地
域
林
政
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、

地
域
の
林
業
・
木
材
産
業
の
成
長

産
業
化
や
地
方
創
生
に
向
け
活
躍

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

引
き
続
き
本
局
で
は
、
国
有
林

の
持
つ
技
術
・
人
材
・
フ
ィ
ー
ル

ド
を
活
用
し
、
市
町
村
の
森
林
・

林
業
行
政
の
支
援
に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
と
し
て
ま
す
。

（
担
当
＝
技
術
普
及
課
）
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【
宮
崎
南
部
森
林
管
理
署
】
２
月

19
日
に
日
南
市
・
四
季
の
子
供
園

の
年
長
さ
ん
の
お
別
れ
遠
足
が
、

木
育
の
一
環
と
し
て
飫
肥
杉
の
ミ

ス
テ
リ
ー
サ
ー
ク
ル
で
、
年
長
き

り
ん
組
21
名
、
保
育
士
５
名
、
ガ

イ
ド
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
５
名
、
ド
ロ
ー

ン
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
１
名
、
宮

崎
南
部
森
林
管
理
署
職
員
５
名
の

37
名
の
参
加
に
よ
り
、
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

当
日
は
寒
い
日
で
あ
り
ま
し
た

が
、
寺
田
雄
一
郎
森
林
技
術
指
導

官
の
簡
単
な
オ
ビ
杉
や
ミ
ス
テ
リ
ー

サ
ー
ク
ル
の
説
明
を
受
け
た
あ
と
、

- 6 -

梶
谷

卓
弘
さ
ん

私
の
生
ま
れ
育
っ

た
瀬
戸
内
海
の
広
島

は
、
風
光
明
媚
で
温

暖
な
地
域
だ
っ
た
と

思
う
。
春
夏
秋
冬
そ

の
時
々
に
旬
の
食
材

が
多
く
、
春
の
鯛
や

筍
、
夏
は
蛸
、
秋
と

も
な
れ
ば
鰯
や
マ
ツ

タ
ケ
、
そ
し
て
極
め

つ
け
は
冬
の
牡
蠣
や

レ
モ
ン
、
白
菜
が
あ

り
、
あ
げ
れ
ば
ま
だ

ま
だ
沢
山
あ
る
が
、

食
が
細
く
な
っ
た
今

の
私
に
は
少
量
を
少

し
ず
つ
が
似
合
っ
て

い
て
、
各
旬
の
時
期

の
楽
し
み
で
も
あ
る
。

山
の
幸
海
の
幸
は
60

年
経
っ
た
今
で
も
、

量
は
少
な
く
な
っ
て

き
て
い
る
よ
う
だ
が

健
在
だ
と
思
う
。

子
供
の
頃
か
ら
山

に
入
り
、
海
で
遊
び

自
然
の
中
で
環
境
の

こ
と
な
ど
何
も
考
え

ず
に
小
学
・
中
学
・

高
校
と
年
を
重
ね
て

来
た
。
大
学
に
入
り

土
木
工
学
の
道
に
進

み
土
質
工
学
を
学
び
、

卒
業
後
は
道
路
関
係

の
会
社
に
就
職
。
北

海
道
か
ら
沖
縄
ま
で

多
く
の
土
地
で
40
年

余
り
道
路
に
関
わ
る

仕
事
に
従
事
し
て
き

た
。
今
現
在
は
単
身

赴
任
で
沖
縄
で
の
生

活
だ
が
、
福
岡
中
心

の
20
年
間
は
離
島
を

含
め
た
九
州
８
県
全

域
の
山
間
部
や
市
街

地
・
工
業
地
域
・
海

岸
地
域
等
で
国
土
強

靭
化
の
た
め
防
災
減

災
事
業
に
携
わ
っ
て

き
た
。
仕
事
以
外
で

も
各
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
や
植
樹
祭
・
水

と
緑
の
森
林
づ
く
り
、

な
か
で
も
山
・
街
・

海
で
の
ク
リ
ー
ン
活

動
に
は
積
極
的
に
参

加
し
て
き
た
。

我
々
人
間
の
存
在

の
た
め
の
衣
食
住
の

全
て
に
『
自
然
』
は

関
わ
っ
て
い
て
、
現

在
を
生
き
る
人
間
の

努
力
の
如
何
に
よ
っ

て
自
然
環
境
は
良
い

方
向
に
も
悪
い
方
向

に
も
向
か
う
と
思
わ

れ
る
。
将
来
を
担
う

人
々
の
た
め
に
、
一

人
ひ
と
り
が
今
で
き

る
こ
と
か
ら
少
し
ず

つ
行
動
を
起
こ
す
こ

と
が
重
要
だ
と
感
じ

て
い
る
。
環
境
保
全

に
興
味
を
持
ち
、
将

来
の
子
供
達
の
為
に

も
我
々
の
活
動
が
重

要
だ
と
、
今
回
の
国

有
林
モ
ニ
タ
ー
に
な

り
感
じ
た
。

今
後
も
今
住
ん
で

い
る
沖
縄
の
大
地
や

自
然
に
感
謝
し
日
々

の
生
活
を
送
ろ
う
と

思
う
。

沖
縄
の
ヤ
ン
バ
ル

の
森
と
青
い
海
が
大

好
き
な
県
民
よ
り
。

（
沖
縄
県
在
住
）

八重岳の緋寒桜

園児に説明する寺田森林技術指導官



北
郷
森
林
ガ
イ
ド
「
い
つ
つ
の
木
」

の
案
内
で
登
山
を
開
始
し
、
急
な

勾
配
の
歩
道
を
園
児
達
は
頑
張
っ

て
歩
き
ま
し
た
。

サ
ー
ク
ル
の
中
心
に
全
員
が
た

ど
り
着
い
て
か
ら
先
生
の
合
図
で

一
斉
に
見
上
げ
る
と
、
見
た
こ
と

も
な
い
不
思
議
な
景
色
に
「
わ
ー

！
」
と
園
児
達
の
歓
声
が
上
が

り
ま
し
た
。
サ
ー
ク
ル
の
中
心
は

何
度
見
て
も
い
い
眺
め
で
、
園
児

達
に
は
大
変
良
い
木
育
体
験
と
な

り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
下
山
し
ド
ロ
ー
ン
の

バ
ー
チ
ャ
ル
体
験
（
Ｖ
Ｒ
体
験
）

で
す
。
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
水

口
さ
ん
か
ら
説
明
を
聞
き
、
Ｖ
Ｒ

を
装
着
し
先
ほ
ど
実
際
に
歩
い
て

行
っ
た
ば
か
り
の
ミ
ス
テ
リ
ー
サ
ー

ク
ル
を
園
児
達
は
上
空
か
ら
眺
め

て
見
る
大
き
な
二
つ
の
ミ
ス
テ
リ
ー

サ
ー
ク
ル
に
歓
声
を
上
げ
て
い
ま

し
た
。

ま
た
、
宮
崎
日
日
新
聞
社
ほ
か

報
道
関
係
者
も
取
材
に
来
ら
れ
、

翌
日
の
新
聞
に
も
『
杉
が
同
心
円

状
に
並
ぶ
訳
を｢
植
栽
密
度
に
よ

る
成
長
過
程
の
違
い
を
調
べ
る
た

め｣

と
聞
い
て
も
園
児
に
は
理
解

が
難
し
か
っ
た
よ
う
で｢
小
学
校

で
勉
強
し
た
ら
わ
か
る
か
も｣
謎

解
き
は
ま
だ
ま
だ
続
く
様
子
』
と

掲
載
さ
れ
、
Y
o
u
T
u
b
e
日

南
テ
レ
ビ
で
も
放
映
さ
れ
ま
し
た
。

２
月
９
日
・
10
日
、
今
年
度
第

２
回
の
屋
久
島
世
界
遺
産
地
域
科

学
委
員
会
と
同
委
員
会
の
ヤ
ク
シ

カ
・
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
（
W

G
）
会
議
を
W
E
B
方
式
に
よ
り

開
催
し
ま
し
た
。

９
日
の
ヤ
ク
シ
カ
W
G
で
は
、

事
務
局
を
代
表
し
て
小
島
森
林
管

理
局
長
が
挨
拶
し
た
後
、
屋
久
島

町
、
鹿
児
島
県
、
環
境
省
及
び
当

局
か
ら
、
今
年
度
の
取
組
結
果
及

び
来
年
度
の
取
組
予
定
が
報
告
さ

れ
た
ほ
か
、
矢
原
委
員
長
か
ら
は

ヤ
ク
シ
カ
の
集
団
遺
伝
構
造
の
解

析
結
果
の
続
報
の
情
報
提
供
が
あ

り
ま
し
た
。
委
員
か
ら
は
「
河
川

界
区
分
毎
に
面
積
や
植
生
が
違
う

の
で
、
目
標
と
す
る
生
息
密
度
が

違
っ
て
く
る
。
河
川
界
区
分
毎
に

ど
こ
を
目
指
し
て
い
る
の
か
明
確

に
す
る
と
捕
獲
計
画
を
立
て
や
す

く
な
る
」
、
「
シ
カ
対
策
に
よ
り

植
生
回
復
を
図
る
西
部
地
域
に
つ

い
て
は
、
し
っ
か
り
と
捕
獲
や
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
を
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
」
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
ま

し
た
。

ま
た
、
10
日
の
科
学
委
員
会
で

は
、
当
局
及
び
環
境
省
か
ら
今
年

度
の
各
種
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
な

ど
の
概
要
、

来
年
度
の
各

種
調
査
計
画
、

高
層
湿
原
保

全
対
策
検
討

会
の
取
組
状

況
に
加
え
、

世
界
遺
産
地

域
管
理
計
画

の
見
直
し
の

考
え
方
な
ど

の
説
明
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

委
員
か
ら
は

「
地
域
連
絡

会
議
の
メ
ン

バ
ー
に
地
域

団
体
等
を
含

め
る
の
は
良

い
考
え
で
あ

- 7 -
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る
」
「
屋
久
島
は
島
全
体
が
遺
産

地
域
の
バ
ッ
フ
ァ
ゾ
ー
ン
と
な
っ

て
お
り
、
観
光
業
以
外
の
人
た
ち

の
意
見
も
取
り
入
れ
る
べ
き
」

「
I
U
C
N
の
評
価
に
反
映
さ
れ

る
よ
う
科
学
委
員
会
か
ら
意
見
を

出
す
べ
き
」
「
利
用
（
エ
コ
パ
ー

ク
）
と
保
全(

世
界
遺
産)
の
考
え

方
を
示
す
べ
き
」
な
ど
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。

九
州
森
林
管
理
局
で
は
、
こ
う

し
た
意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
引

き
続
き
関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
、

屋
久
島
世
界
遺
産
の
適
切
な
保
全

管
理
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（
担
当
＝
計
画
課
）
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花
が
ひ
と
き
わ
大
き
い
の
で

目
立
ち
ま
す
。
天
草
の
白
嶽

周
辺
で
ネ
イ
チ
ャ
ー
ス
ク
ー

ル
開
催
の
下
見
へ
行
っ
た
と

き
に
、
キ
ャ
ン
プ
場
の
入
り

口
周
辺
に
た
く
さ
ん
の
オ
ン

ツ
ツ
ジ
の
赤
色
の
大
き
な
花

が
満
開
だ
っ
た
の
が
、
今
で

も
脳
裏
に
焼
き
付
い
て
い
ま

す
。ツ

ツ
ジ
の
花
を
大
き
く
分

け
る
と
ロ
ー
ト
状
と
ラ
ッ
パ

状
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
オ
ン
ツ
ツ
ジ
は
ラ
ッ
パ

状
の
代
表
格
で
、
花
が
４
～

５
cm
と
大
き
い
の
で
観
察
し

や
す
く
、
詳
し
く
み
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

花
冠
は
５
裂
し
、
上
側
の

鱗
片
に
は
濃
い
斑
点
が
あ
り
、

蜜
標
の
役
目
を
果
た
し
て
い

ま
す
。
蜜
標
と
は
昆
虫
に
こ

こ
に
蜜
が
あ
り
ま
す
よ
と
知

ら
せ
る
印
で
す
。
ラ
ッ
パ
状

に
咲
く
ツ
ツ
ジ
に
、
こ
の
蜜

標
が
必
ず
つ
い
て
い
ま
す
。

オ
ン
ツ
ツ
ジ
は
海
岸
沿
い

の
暖
か
い
地
方
の
本
州
の
紀

伊
半
島
、
四
国
、
九
州
に
分

布
し
て
い
ま
す
。
ツ
ク
シ
ア

カ
ツ
ツ
ジ
と
も
い
わ
れ
、
特

に
天
草
に
は
多
く
、
春
に
遠

く
か
ら
目
立
っ
て
見
え
る
赤

い
花
は
た
い
て
い
オ
ン
ツ
ツ

ジ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

森
林
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

安
楽

行
雄

先
日
同
期
が
銃
で
捕
ら
え
た

エ
ゾ
シ
カ
肉
を
い
た
だ
い
た
。

し
っ
か
り
血
抜
き
さ
れ
た
、
赤

ち
ゃ
ん
の
お
包
み
ほ
ど
あ
る
塊

肉
を
切
り
分
け
た
り
ミ
ン
チ
に

し
て
い
く
の
は
、
な
か
な
か
普

段
の
料
理
で
は
味
わ
え
な
い
ド

キ
ド
キ
感
が
あ
っ
た
。
味
は
、

と
い
う
と
食
感
と
風
味
の
癖
が

強
く
、
過
去
に
食
べ
た
シ
カ
肉

料
理
よ
り
も
今
一
つ
。
肉
の
特

徴
に
合
わ
せ
た
調
理
が
で
き
な

か
っ
た
こ
と
に
後
悔
を
ぬ
ぐ
い

き
れ
な
い
も
の
の
、
美
味
し
い

と
言
っ
て
も
ら
え
た
の
で
一
安

心
、
感
謝
で
あ
る
▼
と
こ
ろ
で
、

そ
ろ
そ
ろ
異
動
の
季
節
。
居
住

場
所
と
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を

く
っ
つ
け
て
生
き
て
き
た
身
で

あ
る
か
ら
、
ど
う
し
て
も
喪
失

感
に
み
ま
わ
れ
、
ど
う
し
よ
う

も
な
い
。
け
れ
ど
喪
失
と
い
う

の
は
感
覚
の
問
題
で
、
実
際
に

は
仕
事
で
も
そ
れ
以
外
で
も
あ

ら
ゆ
る
方
面
と
の
関
わ
り
か
ら

得
ら
れ
た
こ
と
は
、
頭
と
体
に

染
み
つ
い
て
い
る
よ
う
に
感
じ

る
。
そ
れ
ら
を
多
く
得
ら
れ
る

こ
と
が
屋
移
り
の
多
い
職
の
良

い
と
こ
ろ
か
と
最
近
思
う
よ
う

に
な
っ
た
▼
ち
な
み
に
、
原
稿

を
書
い
て
い
る
今
で
も
部
屋
か

ら
シ
カ
肉
の
匂
い
は
消
え
て
い

な
い
。
こ
ち
ら
は
早
く
抜
け
て

ほ
し
い
け
れ
ど
。

【
桐
】

科学委員会の様子（九州森林管理局会場）


